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2021年、東京裁判
開廷 75周年を迎えて
一東京裁判の(遺産)を継承する一

防衛省・市ケ谷記念館を
考える会共同代表

春日 恒男

１
。
東
京
裁
判
の

金
理
産
〉

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
コ
ー
エ
ン
と
戸
谷
由

麻

の
共
著

『
東
京
裁
判

「神
話
」
の
解

体
』
（ち
く
ま
新
書
、
２
０
１
８
年
）
の

序
章
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
国
際
社
会
に
お

け
る
東
京
裁
判
の
評
価
は
著
し
く
変
化

し
、
ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
と

並
ん
で

「国
際
刑
事
裁
判
所
史
上
の
基
盤

と
な
る
出
来
事
だ

っ
た
と
い
う
理
解
が

一

般
化
し
て
」
い
る
と
い
う
。

そ
の
理
由
は

「ジ
エ
ノ
サ
イ
ド
罪
、
戦

争
犯
罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
、
そ
の
ほ
か

大
規
模
な
人
権
違
反
に
対
す
る
免
責
を
な

く
す
た
め
の
国
際
刑
事
裁
判
、
と
い
う
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
、
ま
す
ま
す
世
界
的
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か

ら
」
で
あ
り
、
「と
く
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク

・
東
京
両
裁
判
は
、
国
際
犯
罪
に
対
す

る
個
人
責
任
の
原
則
を
認
め
適
用
し
た
歴

史
的
先
例
と
し
て
評
価
さ
れ
」
、
「こ
れ
ら

を
先
例
と
し
て
、
お
よ
そ
五
十
年
後
に
旧

ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所

（Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
）

と
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所

（Ｉ
Ｃ
Ｔ

Ｒ
）
が
設
置
」
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
「個
人
責
任
の
原
則
」
は

１
９
４
６
年
の
国
連
総
会
決
議
に
よ
り

「国
際
法
の
中
の
中
核
た
る
原
則
」
と
な

り
、
１
９
５
０
年
、
国
連
の
国
際
法
委
員

会
作
成
の

「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
諸
原
則
」

の

一
環
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
。
以
来
、

こ
れ
は

「国
際
刑
法
分
野
に
お
け
る
基
本

原
則
」
と
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に

常
設
の

「国
際
刑
事
裁
判
所
」
に
適
用
さ

れ
る

「国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー

マ
規
定
」
（以
下
、
ロ
ー
マ
規
定
）
に
も

こ
の
原
則
が
鎮
座
し
て
い
る
。

日
本
は
、
２
０
０
７
年
の
ロ
ー
マ
規
定

加
入
以
来
、
コ
一
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
諸
原
則

を
実
践
す
る
た
め
、
新
世
代
の
国
際
刑
事

裁
判
所
を
支
援
す
る
所
要
な
役
割
を
果
た

し
て
」
い
る
と
い
う
。

日
本
は
、
１
９
９
３
年
の
旧
ユ
ー
ゴ
国

際
刑
事
裁
判
所
設
置
に
支
持
票
を
投
じ
、

そ
の
後
も
旧
ユ
ー
ゴ
、
ル
ワ
ン
ダ
の
国
際

刑
事
裁
判
を
支
え
、
２
０
０
６
年
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
特
別
法
廷
で
は
、
そ
の

「最
大
援

助
国
」
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
今
日
、
日

争
=い

に1課 .10■
・

‐
・・

‐‐■■■

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判

（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国

際
軍
事
裁
判
）
と
東
京
裁
判

（極
東
国
際
軍
事

裁
判
）

こ
の
二
つ
の
裁
判
は
史
上
初
の
本
格
的
な
戦
争

犯
罪
裁
判
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
英
米

な
ど
の
連
合
国
側
が
日
独
の
戦
争
指
導
者
を
裁
い

た
。
そ
こ
で
は
「通
例
の
戦
争
犯
罪
」
に
加
え
て
「平

和
に
対
す
る
罪
」
と

「人
道
に
対
す
る
罪
」
が
間

わ
れ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判

（
１
９
４
５
年

Ｈ
月
２。
日
～
４６
年
１０
月
１
日
）
で
は
ナ
チ
ス
＝
ド

イ
ツ
指
導
者
１２
名
が
、
東
京
裁
判

（
４６
年
５
月
３

日
～
４８
年
１
月
１２
日
）
で
は
東
条
元
首
相
ら
７
名

が
死
刑
判
決
を
受
け
た
。
こ
の
裁
判
は

〈
勝
者
の

裁
き
〉
と
い
う
批
判
や
法
理
上
の
様
々
な
問
題
点

も
あ
る
が
、
侵
略
当
事
国
の
指
導
者
個
人
を
戦
争

犯
罪
人
と
し
て
史
上
初
め
て
裁
い
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
義
は
重
要
で
あ
る
。

し
て
活
動
し
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
コ
ー
エ
ン
と
戸
谷

は
次
の
よ
う
に
提
言
を
す
る
。

こ
の
ド
イ
ツ
の
動
き
に
照
ら
し
た
と

き
、
日
本
に
お
い
て
も
、
「日
本
政
府
や

東
京
都
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る

「国

際
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

。
東
京
原
則
ア
カ
デ

ミ
ー
」
の
設
立
」
が
な
さ
れ
た
ら
、
「
日

本
が
国
際
刑
事
裁
判
の
守
護
者
か
つ
旗
手

た
る
役
割
を
担
う
と
い
う
コ
ミ
ツ
ト
メ
ン

ト
は
、
東
京
裁
判
と
そ
の
遺
産
を
継
承
し

よ
う
と
い
う
立
場
に
根
ざ
し
て
い
る
と
い

う
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
国
内
に
も
国

際
的
に
も
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

今
日
ま
で
、
東
京
裁
判
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
言
葉
は
、
「文
明
の
裁
き
」
で
あ

本
は

「今
日
に
お
け
る
国
際
社
会
の
現
場

で
東
京
裁
判
の
遺
産
の
擁
護
者
、
ま
た
そ

の
旗
手
た
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
の
で

あ
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
も
戦
後
は
長
ら
く
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
対
し
て

「勝
者
の
裁

き
」
と
い
う
評
価
が
あ
っ
た
が
、
近
年
、

そ
の
評
価
を
乗
り
越
え
、
そ
の
遺
産
を
積

極
的
に
継
承
す
る
方
向
に
転
じ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
、
ド
イ
ツ
政
府
、
バ
イ
エ

ル
ン
州
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
は

「国
際

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
原
則
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を

設
立
、
そ
の
公
式
の
場
所
を
旧
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
裁
判
法
廷
と
し
た
。
そ
し
て
、
現

在
、
「国
際
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
原
則
ア
カ

デ
ミ
ー
」
は
、
１
９
５
０
年
に
定
式
化
さ

れ
た

「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
諸
原
則
」
、
す

な
わ
ち
、
「平
和
に
対
す
る
罪
、
戦
争
犯

罪
、
人
道
に
対
す
る
罪
は
国
際
犯
罪
で
あ

り
、
こ
う
し
た
犯
罪
を
犯
す
者
は
何
人
た

り
と
も
責
任
が
あ
り
、
よ
っ
て
処
罰
を
免

れ
な
い
こ
と
」
等
を

「遺
産
」
と
し
て

「維
持
し
広
め
る
こ
と
」
を

「使
命
」
と
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れ

「勝
者
の
裁
き
」
で
あ
れ
、
す
べ
て
が

そ
の
過
去
に
関
す
る
も
の
だ

っ
た
。
し
か

し
、
国
際
刑
事
裁
判
に
対
す
る
国
際
社
会

の
注
目
に
よ
り
、
東
京
裁
判
の

〈遺
産
）

の
継
承
と
い
う
未
来
が
語
ら
れ
始
め
た
の

で
あ
る
。

２
．
市
ケ
谷
記
念
館
と
そ

の
現
状

「
市

ヶ
谷
記
念
館
」
と
は
、
陸
上
自

衛
隊
市
ヶ
谷
駐
屯
地

「
１
号
館
」
の

一

部
を
、
防
衛
庁
舎

（現
、
防
衛
省
舎
）

建

設
に
伴

い
、
移

設
復
原

し
た
建
物

（１
９
９
８
年
、
完
成
）
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の

「市
ヶ
谷
記
念
館
」
の
元

で
あ
る

「１
号
館
」
は
、
１
９
３
７
年
、

陸
軍
士
官
学
校
本
部
と
し
て
建
設
さ
れ
、

陸
軍
士
官
学
校
が
座
間
に
移
転
し
た
後
、

１
９
４
１
年
か
ら
敗
戦
ま
で
大
本
営
陸

軍
部
等
と
し
て
使
用
。
１
９
４
６
年
に

は
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
法
廷

（東
京

裁
判
法
廷
）
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
後
、

１
９
６
０
～
９４
年
ま
で
陸
上
自
衛
隊
施
設

と
し
て
使
用
さ
れ
た
歴
史
を
も
つ
。

当
初
、
防
衛
庁

（当
時
）
は
、
そ
の
建

設
工
事
に
あ
た
り
こ
の
建
物
を
全
面
撤
去

す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
裁

判
法
廷
跡
と
い
う
歴
史
的
重
要
性
を
唱
え

る
市
民
た
ち
に
よ
る
保
存
運
動
に
よ
り
、

か
ろ
う
じ
て
そ
の

一
部
保
存
が
実
現
し
た

の
で
あ
る
。

現
在
、
同
館
は
防
衛
省
構
内
に
所
在

し
、
同
省
に
事
前
予
約
す
れ
ば
、
誰
で
も

見
学
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
歴
史

的
重
要
性
と
保
存
に
至
る
経
緯
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
展
示
内
容
は
あ
ま
り
に
も

貧
弱
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

同
館
で
は
陸
軍
士
官
学
校
関
連
の
書

籍
、
卒
業
生
の
遺
品
、
軍
服
等
の
展
示
が

主
で
あ
り
、
「東
京
裁
判
関
連
資
料
展
示

コ
ー
ナ
ー
」
は
展
示
フ
ロ
ア
の
１６
分
の
１

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
コ
ー
ナ
ー

に
展
示
さ
れ
た
書
籍
に
は
解
説
も
な
く
、

そ
の
数
も
２６
冊
で
あ
る
。
そ
の
上
、
著
作

権
法
上
の
問
題
と
い
う
理
由
で
、
こ
の

コ
ー
ナ
ー
だ
け
が
撮
影
禁
止
の
措
置
が
取

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
館
内
に
お
け
る
防
衛
省
担
当

者
の
説
明
は

「市
ケ
谷
台
の
歩
み
」
と
題

す
る
映
画
上
映
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
る

が
、
そ
の
内
容
は

「１
号
館
」
と
い
う
建

物

の
変
遷
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

「東
京
裁
判
」
に
つ
い
て
の
説
明
は

一
切

な
い
。
そ
の
場
で
担
当
者
が

「東
京
裁

判
」
に
言
及
す
る
の
は
、
「
１
号
館
」
が

「東
京
裁
判
」
に
使
用
さ
れ
た
シ
ー
ン
が

登
場
し
た
と
き
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
上
映
を

一
時
中
断
し
、
館
内
に
お
け

る

「法
廷
」
の
位
置
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。

３
．
市
ケ
谷
記
念
館
の
展
示
改
善

を
求
め
て

２
０
１
６
年
、
「防
衛
省

・
市
ケ
谷
記

念
館
を
考
え
る
会
」
は
、
東
京
裁
判
開
廷

７０
周
年
を
期
し
、
同
館
の
展
示
改
善
を
求

め
て
発
足
し
た
。
そ
し
て
、
以
下
の
６
項

目
の
要
求
を
防
衛
省
に
提
出
し
た
。

①

極
東
国
際
軍
事
裁
判

（東
京
裁
判
）

の
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
人
、
被
告
人

の
肖
像
写
真
と
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
展

示
。
②

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
憲
章
な

ど
を
含
め
、
裁
判
の
経
過
の
図
示
な
ら
び

に
検
察
官
の
主
張
、
弁
護
人
の
主
張
、
被

告
人
の
主
張
、
裁
判
官
の
判
決
の
展
示
。

③

東
京
裁
判
に
関
す
る
内
外
の
公
刊
資

料
の
収
集
と
そ
の
展
示
。
④

東
京
裁
判

に
関
す
る
映
像
資
料

（記
録
映
像
）
の
上

映
。
⑤

「市
ヶ
谷
記
念
館
」
設
立
の
由
来

に

「歴
史
が
刻
ま
れ
た
建
造
物
と
し
て
の

１
号
館
の
保
存
に
関
す
る
請
願
採
択
の
国

会
決
議
」

（平
成

６
年

１
月
）

の
明
記
。

⑥
市
ヶ
谷
記
念
館
の
大
講
堂
内
に
お
け
る

「法
廷
」
の
復
原
。

そ
の
結
果
、
昨
年

（
２
０
２
０
年
）
、

当
会
提
供
の
東
京
裁
判
関
連
写
真
デ
ー
タ

（米
国
公
文
書
館
所
蔵
）

の

一
部
が
同
館

に
展
示
さ
れ
る
に
至

っ
た
が
、
依
然
と
し

て
課
題
は
残

っ
て
い
る
。

今
日
に
至
る
ま
で
当
会
は
防
衛
省
と
二

回
に
わ
た

る
交
渉
を
実
施
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
席
上

で
担
当
官
は
、

「市
ケ
谷

記
念
館
に
お
け
る
展
示
の
主
眼
は

〈東
京

裁
判
）

で
は
な
く
、
〈
１
号
館
〉

の
歴
史

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

〈東
京
裁
判
〉

に
特
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
繰
り

返
し
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

防
衛
省
の
基
本
的
な
姿
勢
が
転
換
さ
れ
な

い
限
り
、
若
千

の
展
示
資
料

の
増
加
が

あ

っ
た
と
し
て
も
根
本
的
な
改
善
を
望
む

こ
と
は
で
き
な
い
。

で
は
、
い
か
に
し
て
こ
の
姿
勢
を
転
換

せ
た
ら
よ
い
の
か
。
前
述
の
コ
ー

エ
ン
と

戸
谷
の
提
言
は
、
私
た
ち
に
重
要
な
方
向

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

（か
す
が

。
つ
ね
お
／
文
化
資
源
学
研
究
者
、

「極
東
国
際
軍
事
裁
判
記
念
館
設
立
に
つ
い
て
」

翁
季
刊
　
戦
争
責
任
研
究
』
第
７５
号
）、
「市
ケ

谷
記
念
館
の
成
立
」
亀
文
化
資
源
学
』
第
８
号
）

な
ど
）

市ヶ谷記念館


